
 ユースエール認定通知書交付式を開催しました！ 

 

令和 2 年 10 月 22 日、長崎労働局では、若者雇用促進法に基づく「ユースエ

ール認定企業」として、社会福祉法人 山陰会に対する認定通知書交付式を開催

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
左から長崎労働局長 瀧ヶ平 仁 

社会福祉法人山陰会 理事長 本田 龍一様 

          社会福祉法人山陰会 普賢学園 園長 本田 尚久様 

 

理事長 本田様より 

福祉事業の根幹は「人」だと考えております。働く職員一人ひとりが心豊かに、福祉

というこの国の根幹を支える自らの仕事に誇りを持つことが、質の高い福祉の提供に繋

がると確信しております。そのためにメンタルヘルスの相談の仕組みを整備したり、定

期的な研修の開催、ICT 機器の導入、一部施設では顧問社労士や外部コンサルタントと

連携し、働きやすい制度設計の見直し等を行っております。 

今後もすべての人にとって働きやすい環境を整備し、ご利用者や子ども達の福祉の向

上はもとより、より良い地域づくりに繋がるよう地道に精進していきたいと思います。 

 

 

普賢学園園長 本田様 

年齢やライフステージに合わせた働き方を提案しています。例えば子育て中の職員が

時短勤務ができる仕組みを整えたり、有給に関しても半日から取得できるようにしてい

ます。また今年初めて男性の育児休暇の取得もありました。子育てのみならず介護を含

め、それぞれの事情に向き合いながら少しずつ整備をしています。 

 

 

理事長 本田様 

採用で見ているのは「人柄」です。人柄が一番大事です。基本的な「挨拶」や「人

を思う気持ち」を学校や家庭で育んでいってほしいと思っています。 

 雇用環境で工夫している点は？ 

ｚ 

 若い世代へアドバイスをお願いします 


